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中
野
市
シ
ニ
ア
大
学
（
中
央
公
民
館
主
催
）

開
講
式
が
４
月
22
日
（
木
）、
同
館
講
堂
で
開

か
れ
、
85
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
は
学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
、

受
講
者
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
が
目
的
。

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
彩
な
講

座
を
開
き
ま
す
。

　

開
講
式
後
は
「
Ｈ
＆
Ｓ
、
Ｔ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
、
箏
と
ギ
タ
ー
に
よ
る

演
奏
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
受
講
生
全
員
で
合
唱

も
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
講
演
会
、
音
楽
鑑
賞
な
ど
講
座
18
回
、

受
講
生
の
希
望
か
ら
趣
味
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
６

回
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
、
西
部
、
豊
田
の
各
公
民
館
で
も
、
シ

ニ
ア
向
け
の
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
受
講

は
各
公
民
館
で
受
け
付
け
、
大
勢
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

あおぞら

  

雑　

感

「
目
に
青
葉
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
、

初
が
つ
を
」

　

新
緑
の
季
節
で
あ
る
。
こ
の

所
の
天
候
異
変
が
、
気
に
な
る
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
噴
火
、
41
年
ぶ
り
の

遅
い
春
の
積
雪
な
ど
だ
。
野
菜
も
高
騰

し
、
店
で
買
う
に
も
サ
イ
フ
を
気
に
し

て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。
梨
や
桃
へ
の
影
響

も
心
配
だ
。

　

杞
憂
で
は
な
い
が
、
政
治
の
世
界
も

又
、
然
り
。

　

今
年
は
、
御
柱
祭
の
年
で
あ
る
。
私

の
地
区
で
も
、
老
若
男
女
、
職
業
も

様
々
な
十
数
人
が
集
ま
っ
て
、
祭
り
の

山だ

し車
の
宝
船
を
作
っ
た
。
仕
事
の
憂う

さ

も
忘
れ
て
、
設
計
図
も
な
し
に
造
り
上

げ
て
い
く
。
忘
れ
か
け
て
い
た
、
「
郷

土
愛
」
を
感
じ
る
一ひ

と
と
き時
だ
。

　

若
者
達
の
獅
子
舞
を
見
る
。
そ
の
力

強
く
、
自
信
に
満
ち
た
演
技
に
、
今
年

も
、
無
事
息
災
で
頑
張
ろ
う
と
思
う
。

自
然
界
は
、
初
夏
、
新
緑
の
美
し
さ
だ
。

梅
の
葉
か
げ
の
実
、
柿
の
若
葉
が
盛
り

だ
。

（
Ｕ
）

１ 文化なかの /10. ５

中
野
市
シ
ニ
ア
大
学

歌声とともに開講！

～受講者全員による合唱～

公
民
館
レ
ポ
ー
ト



２

特
集

　
中
野
市
公
営
結
婚
運
営
委
員
会
は
昭

和
38
年
に
設
置
さ
れ
、
公
民
館
な
ど
で

行
う
公
営
結
婚
式
を
円
滑
に
運
営
で
き

る
よ
う
、
長
年
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
人
た
ち
が
挙
式
し
ま

し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
平

成
６
年
を
最
後
に
公
営
結
婚
式

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
運
営
委
員
会
を

３
月
末
で
解
散
す
る
こ
と
と
し
、

公
民
館
で
使
用
す
る
会
議
用
テ

ー
ブ
ル
、
折
り
た
た
み
椅
子
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
備
品

を
基
金
で
購
入
し
、
市
へ
寄
付

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
３
月
31
日
に
は
長
島
克
己
会

長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
小
田
切

市
長
へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
各
公
民
館
で
は
、
寄
付
さ
れ

た
備
品
を
大
切
に
使
い
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

　
書
道
愛
好
家
の
技
術
向
上
や
文
化

普
及
を
目
的
に
、
中
央
公
民
館
と
書

道
如
水
会
は
３
月
31
日
、
４
月
１
日
、

第
29
回
中
野
市
民
書
道
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
年
、
市
内
の
小
中
学
生
、
愛
好

家
や
市
内
の
書
道
グ
ル
ー
プ
か
ら

多
く
の
作
品
が
集
ま
り
、
今
回
は

１
６
１
人
（
一
般
38
人
、
小
中
学
生

１
２
３
人
）
か
ら
出
展
さ
れ
、
87
人

が
入
選
し
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
の
入
選
者
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

公
営
結
婚
式
が
終
幕

運
営
委
員
会
　
物
品
を
市
へ
寄
贈

力
作
を
発
表
市
民
書
道
展  

入
選
87
人★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

【
中
央
公
民
館
長
賞
】

　
　
荒
　
井
　
二
三
子

【
書
道
如
水
会
長
賞
】

　
　
黒
　
川
　
め
ぐ
み

【
特
選
】

　
　
阿
　
部
　
直
　
美

　
　
池
　
田
　
春
　
子

　
　
島
　
田
　
喜
勢
子

【
秀
作
】
　

　
　
白
　
井
　
和
　
美

　
　
田
　
川
　
八
重
子

　
　
塚
　
田
　
美
　
紀

　
　
山
　
岸
　
さ
か
江

【
入
選
】

　
　
石
　
沢
　
育
　
江

　
　
小
　
野
　
清
　
美

　
小
　
林
　
里
　
江

　
佐
　
川
　
順
　
子

　
佐
　
藤
　
初
　
美

　
下
　
村
　
登
志
子

　
土
　
屋
　
摩
智
子

　
野
　
村
　
茂
　
子

　
宮
　
本
　
朋
　
也

　
養
　
田
　
敏
　
子

今年も多くの作品が飾られました

長島会長から小田切市長へ

★★

公
民
館
レ
ポ
ー
ト



３ 文化なかの /10.５

　
平
成
22
年
度
中
高
分
館
役
職
員
等
研

修
会
が
4
月
17
日
（
土
）
、
野
沢
温
泉

村
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
高
地
区
（
中
野
市
、
山
ノ
内
町
、

木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
）
の
公
民
館

関
係
職
員
約
70
人
（
中
野
市
30
人
）
が

集
ま
り
、
今
後
の
分
館
活
動
の
あ
り
方

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
読
者
セ

ン
タ
ー
長
の
山
崎
竹
宣
さ
ん
が
「
地

域
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
発
信
の
重

要
性
な
ど
、
紙
面
づ
く
り
や
支
局
で

の
取
材
活
動
を
交
え
て
講
演
し
ま
し

た
。
特
に
、
ど
ん
な
事
が
ニ
ュ
ー
ス

に
な
る
の
か
を
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。

　
分
散
会
で
は
、
各
地
域
の
職
員
に

よ
る
活
動
報
告
。
分
科
会
で
は
「
分

館
報
の
編
集
」
に
つ
い
て
、
各
会
場

に
分
か
れ
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
第
二
分
散
会
場
で
は
、
中
野
市
の

北
永
江
分
館
長
の
中
島
守
成
さ
ん
が
、

毎
年
５
月
に
開
く
「
菜
の
花
ま
つ

り
」
に
つ
い
て
、
活
動
発
表
し
ま
し

た
。

　
分
科
会
で
は
、
再
び
山
崎
さ
ん
か
ら
、

各
地
域
の
分
館
報
を
例
に
、
紙
面
の
レ

イ
ア
ウ
ト
や
見
出
し
の
作
り
方
、
写
真

の
撮
り
方
な
ど
、
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
ど
の
会
場
も
、
参
加
者
か
ら
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

特 集

地
域
の
情
報
を
上
手
に
発
信

中
高
分
館
役
職
員
等
研
修
会
開
く

第二分散会の様子

なかの21 市民講座 ７/
開催
㈯３

コミュニケーションのための
平田オリザさんによる劇場ワークショップ・講演会

参
加
者
募
集
！

　住みよいまちづくりをテーマに進めているなかの 21
市民講座では、昨年の講座で好評だった平田オリザさ
んに、今年も講師をお願いすることになりました。
　今回は「演劇ワークショップ」というスタイルで、コ
ミュニケーション講座のいわば実践編。みんなで簡単
なゲームや寸劇を行いながら、コミュニケーションとは
何かを体験を通して考えて行きます。講師の言葉によ
れば、「コミュニケーションとは、空気を読むことでは
ない、自分と相手との差異をあきらかにしてすり合わせ
ること」だとか。いったいなにが起こるか楽しみです。
　新聞やテレビにも数多く登場し、「対話力」の大切
さを熱く語る平田さんから、直接の指導が受けられる
チャンスです。ワークショップに参加希望の方は公民
館までお申し込み下さい。見学や講演会の参加はどな
たも自由になりますので、大勢の皆様のお越しをお待ち
しております。

劇
作
家・
演
出
家
・
大
阪
大
学
教
授

内
閣
官
房
参
与

講
師
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん

期　日　22年７月３日（土）
時　間　午後１時半から
会　場　中央公民館　講堂
受講料　無料
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加者　先着30名まで
募集期間　5月10日（月）から
　　　　　５月28日（金）まで
参加申し込み先
中央・北部・西部・豊田の各公民館



グ
ル
ー
プ
紹
介

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

４

　
昭
和
四
十
八
年
八
月
二
十
九
日

の
信
濃
毎
日
新
聞
に
「
独
自
の
民

俗
に
メ
ス
・
集
団
移
住
の
豊
田
村

美
沢
」
と
い
う
見
出
し
で
「
同
地

区
は
山
間
豪
雪
地
で
地
滑す

べ

り
、
雪な

崩だ
れ

の
常
習
地
帯
と
あ
っ
て
、
昨
年

暮
れ
の
集
団
移
住
で
全
戸
が
里
へ

下
り
、
点
々
と
残
る
民
家
は
す
べ

て
無
人
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。

以
下
、
美
沢
の
昔
を
尋
ね
て
み
た

い
。

　
ム
ラ
の
発
生
は
検
地
帳
に
延
宝

四
年
（
１
６
７
６
）
と
記し

る

さ
れ
て

い
る
。

　
足
俣
を
美
沢
と
替か

え
た
の
は
、

昭
和
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日
。

ム
ラ
の
集
団
移
住
は
同
四
十
七
年

十
一
月
四
日
、
解
散
式
を
医
王
庵

で
行
い
十
四
戸
の
う
ち
十
二
戸
は
、

同
村
大
字
穴
田
字
橋
場
へ
、
二
戸

は
北
永
江
へ
移
ら
れ
た
。

　
斑
尾
山
麓
永
江
周
辺
に
あ
る

埋
文
は
、

弥
生
遺

跡
は
な

く
、
十
ヶ
所
全
部
が
縄
文
遺
跡
で

あ
る
。
こ
れ
が
特
色
。
ま
た
縄
文

と
土は

じ師
、
須す

恵え

器き

の
複
合
遺
跡
は

４
ヶ
所
あ
る
。

　
標
高
の
高
い
月
夜
岳
遺
跡
（
標

高
８
３
０
メ
ー
ト
ル
）
に
は
楕だ

円え
ん

押
型
文
の
あ
る
、
縄
文
前
期
の
土

器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡

の
約
９
０
０
０
年
前
の
気
候
は
、

雪
も
少
な
く
温
暖
で
住
む
に
快
適

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
現
象
は
海
水
面
の
上
昇
に
よ
る

温
暖
化
が
原
因
で
、
縄
文
海
進
と

い
う
。
こ
の
気
温
の
ピ
ー
ク
は

６
０
０
０

年
前
と
い

わ
れ
て
い

る
。
縄
文
海
進
は
貝
塚
の
存
在
か

ら
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
海
岸
線

付
近
に
あ
る
は
ず
の
貝
塚
が
内
陸

部
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
海
進

説
が
唱
え
ら
れ
た
。（
フ
リ
ー
百

科
辞
典
よ
り
）

　
伝
承
に
、
古
道
「
東
山
道
」
の

小
路
が
斑
尾
山
麓
を
通
っ
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
沿
線
か
と
思
わ
れ

る
付
近
に
足
俣
・
三
俣
・
分
道
・

沓く
つ
か
け掛
・
塩
街
道
等
の
道
に
関
係
す

る
地
名
が
多
い
。
ま
た
江
戸
時
代

に
北
国
街
道
の
分
れ
道
が
神
代
ー

永
江
ー
柏
原
間
を
通
っ
て
い
た
。

別
名
足
俣
街
道
と
も
殿
様
街
道
と

も
呼
ん
で
い
た
。
更
に
柏
原
・
永

江
間
の
永
江
街
道
は
昔
巡
検
使
の

通
っ
た
道
で
も
あ
っ
た
。

　
屋
号
は
生
き
て
い
る
。
ど
の
家

に
も
屋
号
が
あ
る
。
新
し
く
団
地

へ
移
住
し
た
今
も
、
昔
ど
お
り
の

屋
号
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
よ
そ
で
育
た
な
い
足
俣
ゆ
り
。

樽
地
区
に
自
生
し
て
い
る
山
ゆ
り

で
「
足
俣
ゆ
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。

山
ゆ
り
の
分
布
は
全
国
至
る
処
に

見
ら
れ
る
。
神
奈
川
県
の
県
花
は

山
ゆ
り
で
あ
る
。
中
野
市
で
は
、

こ
の
足
俣
に
し
か
な
い
。

　
酒
屋
も
ん
（
杜
氏
）
の
多
い
ム

ラ
。
冬
の
出
稼
ぎ
に
二
十
戸
足
ら

ず
の
ム
ラ
に
、
一
時
は
十
一
人
も

い
た
と
い
う
。
現
金
収
入
が
あ
る

の
で
、
お
大だ

い
じ
ん尽
（
お
金
持
ち
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
。（
美
沢
の
民
俗

よ
り
）
造
り
酒
屋
と
杜
氏
の
祭
神

は
、
京
都
嵐
山
松
尾
山
に
鎮
座
す

る
、
大お

お
や
ま
く
ひ
の
か
み

山
咋
神
と
中な
か
つ
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

津
島
姫
命
で

松
尾
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。
松
尾

大
社
は
旧
官
幣
大
社
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　（
小
林
　
修
一
）

　
美
沢
区
は
豊
田
地
区
の
中
央

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
斑
尾
山
の
麓
に

集
落
が
あ
り
ま
し
た
が
豪
雪
地

等
の
た
め
38
年
前
に
耕
地
を
残

し
、
今
の
地
に
団
地
を
造
成
。

12
世
帯
が
移
住
し
ま
し
た
。

　
毎
年
春
先
に
は
、
道
普
請
の

後
お
花
見
を
行
な
い
ま
す
。
今
年
も
４
月

24
日
に
行
い
ま
し
た
。
集
会
所
前
で
区
民

全
員
が
集
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
所
の
庭
に
は
北
向
観
音
の
碑

が
あ
り
ま
す
。
９
月
に
は
神
官
を
招
い
て

秋
祭
り
の
神
事
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
11

月
３
日
に
は
天
正
寺
住
職
を
招
い
て
医
王

庵
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。
こ
の
日
に
は
旧

美
沢
地
区
の
住
人
が
各
地
か
ら
集
い
、
年

に
一
度
の
再
会
を
楽
し
み
ま
す
。

　
各
戸
の
玄
関
先
に
は
屋
号
の
表
札
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
美
沢
区
の
昔
か
ら
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
心
の
現
わ
れ
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
大
切
に

し
て
、
仲
よ
く
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

（
美
沢
分
館
長
　
中
村
光
男
）

美
よ し

沢
ざ わ

分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

集
団
移
住
の
ム
ラ 
美
沢

北向観音移設時の写真（昭和49年頃）

「
万
葉
集
を
読
み
味
わ
う
」が

　
　
　
　
　
　

講
座
記
録
集
に

　
平
成
二
十
一
年
度
教

養
講
座
「
万
葉
集
を
読

み
味
わ
う
」（
講
師
／

信
州
大
学
名
誉
教
授
　

滝
澤
貞
夫
先
生
）
の
講

座
記
録
を
冊
子
に
ま
と

め
ま
し
た
。
ご
希
望
さ

れ
る
方
に
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
中
央
公
民
館
へ
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。



５ 文化なかの /10.５

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
　
央
　
公
　
民
　
館

講座名 日　時 場　所 講　師 備　　考

ふるさと歴史探訪
5月19日・6月2日・16日
6月30日
( 全 4 回 毎回水曜日 )
9時30分～11時30分

集合場所　
中央公民館

河野   實 先生
阿部敏明 先生
田中　毅 先生

＜定員＞ 30 名＜受講料＞無料
＜申込み＞５月１日㈯から
※地域の史跡を訪れ、ふるさと
の歴史を学び先人を偲びましょ
う

ガーデニング教室 6月4日(金)
10時30分～12時 中央公民館 青木 律子先生 

＜定員＞30名
＜材料費＞1,000円
＜持ち物＞園芸用はさみ、エプ
ロン、作品持ち帰り用袋
＜申込み＞５月１0日㈪から受
付します

家庭教育学級　　
　 楽しんで子育て
＜内容＞子育てについての
講演、おしゃべり会、ヨガ
など

６月17日(木)～10月
10 時～ 11 時 30 分
( 全９回予定 )

中央公民館
教室ほか　 テーマごとの

講師が担当　

＜定員＞30名
＜対象＞子育て中の方、関心の
ある方
＜受講料＞無料
＜材料費＞1,000円
＜申込み＞５月17日㈪から受付
します

料理教室
６月18日・７月16日
９月17日・10月15日
11月19日・12月17日
(全６回 毎回第３金曜日)
９時30分～12時30分

中央公民館
料理実習室

管理栄養士　
上野マリ子　
　　　　  先生

＜定員＞36名
＜食材費＞3,000円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、
ふきん
＜申込み＞５月20日㈭から受付
します

源氏物語を
　　　 読み味わう

6 月 22 日・29 日
7 月 6 日・13 日・27 日
( 全 5 回 毎回火曜日 )
10 時～ 11 時 45 分

中央公民館
講堂

信州大学　　　
　　名誉教授
滝澤貞夫 先生

＜受講料＞無料＜定員＞50名
＜内容＞第十帖「賢木」から
読む
＜持ち物＞「賢木」の原文が
書かれている本
＜申込み＞５月１0日㈪から受
付します

　　　公民館ギャラリー　95表装クラブの表装作品展（5月30日まで）

北  
部  
公  

民  

館

おとなの休日  春
＜内容＞あわただしい日常
を忘れ、ゆっくりと大人の
時間を過ごします。ハイキ
ングのあとに展望台からの
景色を見ながら挽きたての
コーヒーをいただきます。

5 月 15 日（土）
集合：9 時 北部公民館

越山多目的
広場周辺　

＜定員＞20名 
＜参加料＞無料
＜持ち物＞昼食、飲み物、コー
ヒーカップ、雨具、ハイキング
が出来る服装

子育て
　 いきいきサロン

６月9日～９月29日
10時～12時
(全７回）

北部公民館 テーマごとの
講師が担当　

＜定員＞20名 
＜受講料＞無料(食材費等の実
費負担あり) ※託児あります
＜内容＞子育て中の方・関心の
ある方が楽しく学び合うサロン
です。情報交換やお友達づくり
の場として気軽に。

西
部
公
民
館

【母と子のすくのび学級】
親子で楽しむ音楽
と遊びのひろば

５月 17 日 ( 月 ) ～ 10 月
10 時 30 分～ 12 時
( 全 11 回 隔週の月曜日)

西部公民館
佐藤 陽子 先生
関 夕加里 先生
　　　　　 他

＜定員＞なし
＜受講料＞無料(食材費等の実
費負担あり) 
＜内容＞みんなと一緒に歌った
り、踊ったりした遊び感覚の中
で親子のスキンシップを図りま
す。
おやつづくりもあります。
＜申込み＞５月１0日㈪から受
付します

豊
田
公
民
館

思い出の歌 ５月 14 日 ( 金 )
10 時～ 12 時 豊田公民館 神田 加奈登　

     　　　先生
＜受講料＞無料 
＜内容＞幼い頃の思い出の歌を
いっぱい歌いましょう

はじめてのテーブル
ガーデニング

6 月 8 日・7 月 13 日
9 月 14 日・10 月 12 日
( 全 4 回 毎回火曜日 )
10 時～ 12 時

豊田公民館 碓井 智子 先生

＜定員＞ 25 名
＜材料費＞ 4,000 円（初回時に徴収）
＜持ち物＞エプロン、新聞紙、
はさみ、筆記用具、薄手のゴム
手袋、作品を持ち帰るカゴなど



　　　公民館報『文化なかの』  特集：公民館レポート

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
若
か
っ
た
日
々
。

　
そ
の
思
い
出
を
残
し
た
ま
ま
三
月
に
喫
茶
店
が

閉
店
し
た
。

　
毎
年
贈
る
り
ん
ご
の
お
礼
に
と
、
恩
師
が
店
特

製
の
ク
ッ
キ
ー
に
メ
モ
を
入
れ
て
知
ら
せ
て
く
だ

さ
っ
た
。

　
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
ひ
と
つ
で
粘
り
、
友
と
語

り
合
っ
た
あ
の
時
間
と
店
が
と
て
も
な
つ
か
し
い
。

　
思
い
浮
か
ぶ
友
の
中
に
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ

た
者
も
あ
り
、
過
ぎ
去
っ
た
年と
し
つ
き月
を
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
年
月
を
振
り
返
る
と
、

あ
ん
な
に
長
く
感
じ
て
い
た
時
間
が
、
瞬
く
間
に

過
ぎ
去
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
人
生
は
長
い
よ
う
で
短
い
と
痛
感
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
手
遅
れ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
一
日

い
ち
に
ち
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
と
思
う
。

桜の中で／壁田（ちから）菜の花／穴田（団長）

花と季節の写真 募　  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先

大灯籠雛／西町（おにぎり）

七年に一度／新井（月岡尚雄）


